































んだ方がェネルギ がー低いことが peierlsの議論により知られている｡波数Q の歪みが生じ
ると,電子格子相互作用を通して,必然的にその高調波の歪みも生じる｡
そこで我 は々Tn/n - f il l in g の 系 で は , 波 数 Qとその高調波の歪みのみが存在するとして,
そ れ ら を 臼 .己 無 撞 着 に 取 り 扱 っ た ｡ そ れ 以 外 の 波数の歪みはエネルギー を高めてしまうものと
し て , 最 初 か ら 除 外 し た ｡
こ の よ う に し て 自 由 度 を 減 じ た 自 己 無 撞 着 方 程式系を数値的に解いた｡特に1/2,1/3,1/4
- f il l in g 近 傍 を 詳 し く 調 べ た ｡ 771 / n - a ( 1 十∂),a-1/2,1/3,1/4として,刷=～0.01
程 度 ま で 近 づ い た ｡









15. インコヒーレン ト光を用いた CresylFast
Violetのフェム ト秒フォ トン ･エコー








この方法の応用として,レーザー色素の一種の CresylFastViole.t をセルロース ･フイ
ルムに ドー プしたものをサンプルとして用い,その 5｡くう51遷移において,インコヒーレ
ント光によるフォトン･エコーの実験を行なった｡励起光パルスは,パルス幅10nsec,出力
10kW,スペクトル幅40Aであった｡スペクトル幅から決まる時間分解能は約 300fsecであ
るが,二方向に放出されるエコーを同時に観測し,その二つのエコー減衰曲線のピークシフト
からT2を評価することによって数十フェムト秒の時間分解能を得たo Sl準位の最低状態付近
へ励起する6250Aと,それより800cm~1高い状態-励起する5940Aの二波長において,温度
10K,80K,300KについてT2を測定したo特に10Kにおいては,6250AでのT2は 0･7
psecであったが,5940iでのr2は20-30fsecと極めて短かった｡これは巨大分子におい
て,分子間緩和時間がピコ秒オーダーであるのに対して,分子内緩和時間が数十フェムト秒と
極めて短いことを意味するものと思われる｡
-729-
